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位置図 

下田から414号を北へ10ｋｍ 



業務内容 
 
 
 
 
 
 
 
 ☆ 受賞の理由 
（補修・補強設計は，施工時のトラブルがつきもの） 
 





1.橋梁諸元（上部工・下部工の設計図面は不明） 

架設年次：1986年（架橋後30年経過） 
上部工形式：鋼単純非合成鈑桁橋 
橋長：21.0ｍ，地盤種別：Ⅰ種 



  平面図   平面線形Ｒ＝72ｍ～Ａ＝50ｍ 
               車道幅員：7.5ｍ～8.0ｍ，歩道幅員：2.5ｍ 
               斜角：Ａ1＝35°，Ａ2＝48° 



車道幅員：7.5ｍ～8.0ｍ，歩道幅員：2.5ｍ 



2.発注者との橋梁点検勉強会を開催 
 

「発注者と合同で現地踏査を実施する。（特記仕様書）」 
 

とともに「橋梁点検勉強会」を実施した。 

              
・事業目的，設計条件，施工
上の留意点等についての明
確化・共有化を図る。 
                  
・橋梁点検結果と点検マニュ
アルとの整合の確認をとる。 
 
・（間違い発見） 



・橋梁点検勉強会風景 
 
 
 
 
 

           橋梁の部材一つ一つの損傷 
                  状況や施工上の課題・問題 

                  点を説明・確認した。 



3.損傷調査 （1）舗装 
 舗装の異常 
・路面の凹凸 
・ひび割れ 
・橋面防水工不明 



舗装調査の着眼点（亀甲状ひび割れの事例） 

橋面舗装に亀甲状のひび割れ

がある場合には，床版コンク

リートが土砂化して，床版鉄筋

が腐食していることがある。 

ここここここここここここここここここ

ここここここここここここここここここ



・可動側伸縮装置の遊間が0である（主桁・支承遊間

には余裕がある）。また，橋座に橋面からの漏水に
より 土砂が堆積している。 
 

（2）伸縮装置 

橋台は直接基礎で側方移動はない。また橋台の変状なし。 
橋面からの漏水防止対策と遊間確保を目的として伸縮装
置を取り替える。 



（3）支承 

・支承モルタルに浮きがある。（Ａ1-Ｇ2桁） 

・橋座に土砂が堆積している。 

・支承の一部に錆がある。（軽微） 

 

・沓座モルタルの打ち替え 

・伸縮装置を非排水型に取り替え 



（4）健全度判定 
 
・上部構造全体のＨＩ＝94（健全） 
・支承部ＨＩ＝66（Ａ1予防保全）， 
       ＝73（Ａ2健全） 
 
・橋面防水工，舗装打ち替え 
・伸縮装置取り替え 
・支承部沓座モルタル打ち替え 



4.落橋防止システム 
本橋に必要な 

落橋防止システム 
 

（1）桁かかり長     
  （現況はＯＫ） 
 
（2）支承のレベル2
地震時対応 
（既設支承はＮＧ） 
 
  支承取り替え 



示方書の解説を分かり易く 



参考資料：支承取り替えが困難な構造とは 
（道路橋支承部の改善と維持管理技術（土木学会）から） 
 
・取り替え前の支承高が低い。 
・1箱桁に対して1支承が配置されている。 
・桁遊間が小さい。 
・支承前面距離が小さい。 
 



既設支承のレベル2地震時対応 
既設支承は取り替えが困難 
（1）主桁の斜角が小さく部材が複雑に交錯している。 
（2）施工空間が狭く支承アンカーの削孔ができない。 
 

支承取り替え 
は困難 
 
せん断ストッパー 
 



5.設計図面に工事に向けた留意点 
          「注釈」は必ず記述する。 
             補強・補修工事では既設橋                             
                    が設計図面通りに出来てい 
                    ない場合や，設計図面がな           
                    い場合があるため，留意点 
                    を記した「注釈」が重要であ 
                    る。 



6.慎重・確実な設計照査 
（1）3段階照査シートで設計項目と設計方針・内容の確認 
（2）報告書・設計図面は「赤・黄チェック」 
（成果品納入時及び検査時に発注者に提示した。） 



 7.まとめ 
・「施工時のトラブルを最小限に抑える」ことが重要 
 
（1）発注者と「橋梁点検勉強会」で，損傷調査，施工上の課
題・問題点，設計内容の勉強などを行った。 
 
（2）打合わせ資料で，分かり易い解説を工夫して発注者の理
解を得ることに努めた。 
 
（3）設計図面の「注釈」は施工時のトラブルを想定して，できる
だけ詳細に記述した。 
 
（4）照査は，設計方針・項目・条件の確認から，設計報告書・
図面の細部にわたって赤・黄チェックを行い，成果品納入時・
検査時に提示した。 



ご清聴 
  ありがとうございました。 
 
   静岡コンサルタント株式会社 
             田辺 美喜雄 
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